勤勞と鍛錬　：　勤勞隨想 by 法山, 昇








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































録 記 の 仕 奉
翻 隆 堀
七
月
廿
四
日
。
こ
Σ
は
奧
多
摩
峡
谷
の
中
心
を
な
す
町
で
地
方
の
人
々
は
素
朴
そ
の
も
の
で
當
に
太
古
の
仙
境
で
あ
る
。
吊
橋
を
渡
つ
て
胸
突
く
樣
な
坂
道
を
登
り
目
的
の
思
源
寮
に
着
い
た
。
人
里
離
れ
た
山
の
中
腹
に
立
つ
た
新
築
問
も
な
い
寮
で
あ
る
。
午
後
三
時
全
員
集
合
、
入
寮
式
が
行
は
れ
一
同
文
部
大
臣
及
び
道
塲
長
の
訓
示
に
感
奮
す
る
。七
月
廿
五
日
。
せ
瓦
ら
ぎ
の
音
と
共
に
眼
を
醒
ま
す
。
今
日
か
ら
日
課
涌
り
に
諸
行
事
が
行
は
れ
る
。
先
づ
五
時
記
床
、
五
時
三
十
分
點
呼
へ
續
い
て
山
麓
の
氷
川
町
ま
で
駈
足
、
氷
川
紳
肚
に
て
木
劍
體
操
を
や
り
奥
多
摩
の
清
流
に
丸
裸
に
な
つ
て
禊
を
し
て
一
切
の
汚
れ
を
除
く
。
朝
の
體
練
は
苦
し
い
け
れ
ど
も
樂
し
み
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
畢
離
れ
た
山
腹
か
ら
娑
婆
の
風
に
當
る
か
ら
で
あ
る
。
禊
の
後
、
鈞
も
心
も
